
 

 

 

 

 

 

 

１. はじめに 

 釧路市小中学校校長会は、小学校、中学校、義務教育学

校の合わせて 41 名の会員で構成されている。新たな釧路市

教育推進基本計画・教育行政方針に基づき、以下の基本方

針のもと、校種別研修会と小学校と中学校が一体となった

合同研修会（年４回）、教頭会も一部参加する釧路市学校経

営研究協議会（年１回）を主軸に研修活動を進めている。 

 

＜基本方針＞                      ◇校種別研修会(小学校)◇ 

（１） 釧路市小中学校校長会の基本方針を踏まえ、教育改革の推進と教育課題を勘案しながら、 

校長として職能向上を図るため、組織的研究に努める。 

（２）道小・道中などの基本課題に基づき、21 世紀を担う日本人の育成を目指して、学校経営 

の活性化と経営の充実に反映する研究を推進する。今年度は、ポスト・コロナ元年の学校 

経営に向けて、校長としての職能向上のために、一層の連携を深め一枚岩の姿勢で「凛と 

して立つ校長の教育理念と指導性」を目指し教育活動の推進に努めている。 

 

２. 研究計画 

基本主題の設定に当たっては、①教育改革が多面的に進行する中、時代に対応し、それを実

践へと結びつける姿勢を示すこと、②全連小・全日中・道小・道中との関連をもたせつつ、釧

路市の独自性を大切にすること、③「経営研究」という視点を明確にすることの３点を基本に

据えている。そして、研究分野を「学校経営」「教育課程」「道徳教育・生徒指導・進路指導・

健康安全教育」「現職教育」の４分野の構成としている。 

（１）基本主題 

「未来を拓き、ともに生きる豊かな社会を創り出す子どもの育成をめざす学校経営の実現」 

～道東の拠点、釧路市の特性を生かした学校教育の創造～ 

（２）研究の視点 

  ①新しい学校づくりを目指す学校・家庭・地域の連携と校長の指導性 

  ②生きる力を育み創意ある教育課程の編成・実施と校長の指導性 

（３）研究分野・主題 

  ①学校経営分野（研究主題１） 

「時代に対応し信頼と連携を基盤とした創意と活力に満ちた開かれた学校経営の実現」 

  ②教育課程分野（研究主題２） 

「生きる力を育む方略と評価が適切に位置付けられた教育課程の 

編成・実施・評価・改善」 

  ③道徳教育・生徒指導・進路指導・健康安全教育分野（研究主題３） 

「命を大切にし、自立心や他を思いやる心をはぐくみ、目的をもって生きることの必要 

性を実感する道徳教育・生徒指導・進路指導・健康安全教育の実践」 
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  ④現職教育分野（研究主題４） 

「時代の要請に応え、専門性を高め指導力向上を図る現職教育の充実」 

（４）研究推進・事業計画 

   主な研修事業として、①研修部年間計画の作成、②第 67 回「釧路市学校経営研究協議

会」の開催、③校種別研修会の実施、④小中合同研修会の実施、⑤道小・道中・全連小・

全日中大会開催についての情報提供及び参加企画渉外、⑥研修に関する調査研究と資料提

供、⑦研修担当者の研修会の実施・研修委員会の計画と実施、⑧釧路市で開催される全国・

全道規模の研究会への協力等を推進している。 

 

３．研究活動の概要 

（１）全連小各種委員会調査への協力 

（２）第 67 回釧路市学校経営研究協議会 

  ◇開催日  令和６年１月 10 日（水）   

◇場 所  釧路市生涯学習センターまなぼっと幣舞 

  ◇主 催  釧路市小中学校校長会・釧路市教育委員会 

  ◇参加者  44 名(助言：釧路教育局・釧路市教育委員会 参加：小中・義務教育学校長) 

  ◇提 言   ３分科会（小中合同分科会１、小中合同分科会２、小学校分科会）各２名  

計６名による研究提言 

  ◇講 演  講師  釧路教育局長  泉野 将司 様 

（３）校種別研修会の開催 

新しい時代を展望する創意ある学校経営や今日的な教育課題に主体的に対応する学校経

営並びに当面する学校経営上の課題等を協議することにより校長としての指導力を磨くこ

とに資する。（小学校年４回、中学校年３回の実施） 

（４）小中合同研修会の開催（年４回 小中校長会時に実施） 

  ◇第１回（ ５月） 特別委員会担当～生徒指導提要と学校経営 

  ◇第２回（ ９月） 研修部担当  ～連携・協働における課題と展望 

  ◇第３回（１１月） 経営部担当  ～小・中ジョイントプロジェクトの進捗 

  ◇第４回（ １月） 特別委員会担当～部活動・同好会活動の今後について 

（５）各種研究大会への参加及び報告 

  ◇道小渡島・北斗大会…12 名参加、１名提言発表（第 13 分科会：「連携・協働」） 

◇全連小東京大会…３名参加 

◇道中小樽大会 …７名参加 

  ◇全日中大分大会…２名参加 

（６）後継者育成研修の開催 

   未来の管理職育成に向けて、ミドルリーダー世代を対象に今日的な教育課題等について 

  の講話、協議等の研修会を開催した。 

           

４．おわりに 

今年度は、新型コロナウイルスの５類移行に伴い、研修活動も再び一斉の形態で行うスタン

ダードな姿に戻り、コロナ禍で活用してきた ICT も用途に合わせて有効に活用しながら研修を

進めることができた。内容についても、今日的な課題に対する研修から、釧路市の取組である

小・中ジョイントプロジェクトを更に進めるための交流を深めるなど充実した研修となった。

今後も、校長相互が強い連帯感を持ち、関係機関との連携を密にし、校長自ら資質向上に務め、

経営改善の意識を高める研修活動に努めたい。 


